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田原俊彦 議会質問より

芦屋市議会議員 田 原 俊 彦
1983年 3月  創価大学法学部卒業
2002年 12月  三井住友銀行退職 (約 20年在職)
2003年 4月  芦屋市会選挙で初当選、現在 5期目
防災士 ひょうご防災リーダー 全国手話検定 5級 お客様対応専門員(CAP)
ユニバーサルマナー検定 3級  メンタルヘルス・マネジメント検定Ⅲ種

ダぐだ /親ンだ /〃実だ / た は ら としひこ

駆

ロ

帯状疱疹ワクチン助成について

50歳以上の方は、帯状疱疹になる方が
多い。重症化を防ぐ帯状疱疹ワクチン接

種に費用助成をすべきではないか。

帯状疱疹ワクチン接種は、予防接種法に

基づく定期予防接種に該当せず、現在の

ところ費用助成は考えていないが、近隣

市の動向などを注視していく。

市役所庁舎の整備について①

庁舎内の男性トイレの個室にサニタリーボ

ックスを設置し、尿漏れパッドを使用して

いる方へ配慮すべきでは。

男性トイレヘのサニタリーボックスの設置

は、その必要性を認識しており、設置す

る。(その後 6月下旬から本庁舎を中心に

設置され、神戸新聞にも紹介されました)
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市役所庁舎の整備について②

庁舎の入り口で使つている使い捨てビニ

ール傘袋の使用は、いまの時代に合わな

い。使用を見直すべきでは。

プラスチツクごみの削減の観点から、ビ

ニール傘袋の使用については、見直しが

必要と考えている。

市役所で使用され

ている使い捨ての

ビニール傘袋

物価対策で、水道料金の免除を

年頭から物価が高騰し、家計を圧迫してい

る。今後も続く見通しだ。市は、申請も不要

_で、すぐに対応できる水道料金の免除や減

免を実施し、家計負担の軽減をはかるべき

だ。

駆

国や県が実施する施策の対象や範囲など

の支援状況を踏まえて、必要な施策を今

後、検討していく。

給食費の軽減範囲をさらに拡充を

臨時交付金で、学校給食費だけを負担軽

減するのではなく、保育などの就学前施

設や福祉施設にも対象範囲を広げては。

現状では、学校給食を支援対象とした

が、就学前施設等への支援も今後判断し

ていく。
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令和 4年 6月議会



議会報告会を開きました

芦屋市議会は、5月 21日、オンラ

インで議会報告会を開催。テーマは、

「JR芦屋駅南の再開発」でした。初

めてのオンラインでの試みでした 聾引rT■ :■■畿:f
が、参加されたみなさんから貴重な 等 :F～

4時

 ,国乳
ご意見を数多く頂きました。

JR声 ■瞑
口地饂再開
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障がい者手帳アプリ「ミライロ ID」 がスター ト

声屋市は、障がいのある人が公立施設等で障がい者割

引を受ける際の利便性を向上するため、スマホ向け障が

い者手帳アプリ「ミライロ ID」 の利用を 7月 1日から始

めました。スマホの画面を提示していただくことで、障が

い割引制度が適用されます。これは、声屋市議会公明党が

提案してきた実績です。詳しくは、QRコ ードで。

マイナポイント第 2弾が始まりました

1人最大 2万円分がもらえ

るマイナポイント第 2弾、6

月 30日 から受付がスタート

しています。詳しくは、QRコ

ードで。

市民課マイナンバー

電話:0797-38-2070

ξ獅"異 20,000B分の
マイナポイントがもらえる!
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上宮川交差点の安全対策が前進 !

今春、国道 2号線と市道が交差する上宮川交差点

の四隅に、新たな縁石ができ、歩行者や自転車利用

者の一部の方が、縁石につまずき、転んでしまう事

故が数件起きており、近隣の方から安全対策を求め

る相談を頂きました。縁石は、今春、自転車専用通

行帯が整備され、設置されました①。

はじめに、市と協議。縁石の設置は、国道事務所

(国交省)のため、まずは、縁石が目立つように、

市に赤いコーンを置いて頂き (2022年 6月 )②、そ

の後、国道事務所により、赤いポールを立てて頂き

ました (2022年 7月 )③。

ポールは昼も夜も目立ち、縁石による事故の防止

になると思います。しばらく様子をみて、必要があ

れば、今後も適切な対応を求めていきます。関係者

のみなさま、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

~~~~~―
‐

尋

含
」

芦屋市新型コロナワクチンコールセンター

電話:0797-3¬ -0655

※ワクチン接種については、情報が随時変更となる

ことがあります。最新の情報を広報あしや、ホーム

ページでご確認ください。

力:考慶蟹|ォ

バリアフリーとユニバーサルデザイン。バリアフ

リーは知つていても、ユニバーサルデザインは、イ

メージしにくいのではないでしょうか。バリアフリ

ーはあとで、ノヽリア (障壁)を取り除くこと。ユニ

バーサルデザイン(UD)は、はじめからバリア (障壁)

がないデザインだそうです。最初から誰もが利用し

やすく、暮らしやすい社会となるよう、まちや建物、

サービスなどを考えていける UD社会を目指してい

きます。

■蒔議会  TEL 0797(38)2001 、″ぃⅣv.komei.or.jp/km/ashiya―tahara/
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